
福島医大が、東日本大震災から

丸10年を前に医療従事者らが対

面せずに仮想空間で原子力災害

訓練に取り組める教材用のソフ

トウェアを開発した。長崎大学

は、放射線医療の実績があるた

め協力した。

高村　昇・教授 同上

高村　昇・教授

福島医大が仮想空間で原子力

災害訓練に取り組める教材用

のソフトウェアを開発し、放

射線医療で実績がある長崎大

学が協力した。

福島民友 2021年1月1日

2021年1月3日

放射線を正しく理解するため

に、福島県富岡町にある富岡中

富岡校で放射線教室を開き、長

崎大学原爆後障害医療研究所の

松永妃都美助教と折田真紀子助

教が放射線の基礎知識や原発事

故後の町内の放射線量の推移に

ついて紹介した。

３．新聞等に掲載された活動

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

国際保健医療福祉学研究分野 (原研国際)

高村　昇・教授

3月で被災から10年。これまで

の調査や支援、伝承館の役割

や意義について伝えた。

長崎新聞 2021年1月1日

3月で被災から10年。長崎大学の

支援と現状、これまでの調査や

支援、伝承館の役割や意義につ

いて伝えた。

東京電力福島第一原発事故の記

憶や教訓を後世に伝えるため

に、２０２０年９月福島県が双

葉町に「東日本大震災・原子力

災害伝承館」を開設。旧ソ連の

チェルノブイリ原発事故や福島

第一原発事故で支援活動に携わ

り、長崎大原爆後障害医療研究

所教授・福島県の放射線健康管

理アドバイザーとして放射線の

知識を伝えた。また、健康相談

などを行ったことや、包括連携

協定を結ぶ同県川内村・富岡

町・大熊町を中心に復興支援に

当たっていること、同県の意

見・館長に要請されたことにつ

いて紹介された。

高村　昇・教授

放射線を正しく理解するため

に、福島県富岡町にある富岡

中富岡校で放射線教室を開い

た。

福島民報

福島民友 2021年1月22日 同上

高村　昇・教授

福島医大と長崎大の学生が原

子力災害に取り組める教材用

ソフトウェアを使い訓練を実

施した。

福島民報 2021年1月22日

福島医大が医療従事者らが対面

せずに仮想空間で原子力災害訓

練に取り組める教材用のソフト

ウェアを開発した。福島医大と

長崎大の学生がソフトウェアを

使い訓練を実施、有事の対応に

理解を深めた。



高村　昇・教授

長崎大学で、復興学セミナー

を開催し、地域再生で知見共

有をした。

福島民報 2021年2月16日

長崎大学は、東京電力福島第一

原発事故からの地域再生に向け

た復興学セミナーをオンライン

で開催した。遠藤雄幸川内村

長、福島医大の山下俊一副学長

とともに講演し、被災地の地域

づくりについて知見を共有し

た。

高村　昇・教授

西日本新聞が、「東日本大震

災・原子力災害伝承館」につ

いて紹介をした。

西日本新聞 2021年2月14日

高村　昇・教授 2021年2月16日

東日本大震災と福島第一原発事

故から10年を前に、14日長崎大

学が開催したオンラインセミ

ナーで講演を行い、被災自治体

ごとに住民の帰還率に差が出て

いる現状を紹介し「10年が経過

して復興のフェーズに差が出て

いる。それぞれのニーズや状況

に合わせた支援が必要だ」と伝

えた。

高村　昇・教授

長崎大学で、復興学セミナー

を開催し、地域再生で知見共

有をした。

福島民友 2021年2月16日

長崎大学が、東京電力福島第一

原発事故から3月で10年となるの

を前にオンラインで「原子力災

害復興学セミナー」を開催し、

東日本大震災・原子力災害伝承

館（双葉町）の館長として「放

射線防護について世代や職業な

ど（伝える）ターゲットに合わ

せたリスクコミュニケーション

を進めることが重要だ」と伝え

た。

高村　昇・教授

震災10年を前に、長崎大学が

オンラインセミナーを開催し

復興の現状を報告した。

長崎新聞 2021年2月16日

震災10年を前に、長崎大学がオ

ンラインセミナーを開催し復興

の歩みや村の現状を報告した。

遠藤雄幸川内村長、福島医大の

山下俊一副学長とともに講演

し、被災自治体ごとに住民の帰

還率に差が出ている現状を紹介

した。「10年が経過して復興の

フェーズに差が出ている。それ

ぞれのニーズや状況に合わせた

支援が必要だ」と伝えた。

東日本大震災の発生から10年、

福島県双葉町に昨秋開館した

「東日本大震災・原子力災害伝

承館」について、語り部による

被災体験の活動と、新型コロナ

ウイルス禍にありながら来館者

数は当初の予測を上回ったこと

が紹介された。記事では伝承館

の批判及び賛同についての意見

があった。

東日本大震災と福島第一原発

事故から10年を前に、長崎大

学が開催したオンラインセミ

ナーで、講演を行った。

福島民友



高村　昇・教授

大熊町から会津若松市に避難

中の母親たちから放射線の不

安等に関する相談を受けた。

長崎新聞 2021年3月9日

長崎大学と福島県会津若松市を

結んだオンライン中継で、長崎

大学原爆後障害医療研究所の松

永助教とともに、大熊町から会

津若松市に避難中の母親たちか

ら放射線の不安等に関する相談

を受けた。

同大は13年以降、同県内の３自

治体（川内村、富岡町、大熊

町）と包括連携協定を締結。被

爆地での研究の知見を生かし、

放射線量の測定や、避難先から

戻った住民の健康相談に乗るな

どの支援活動に取り組んでき

た。

高村　昇・教授

長崎新聞社が発行する情報誌

NRに、長崎大学広報誌Choho

特別号と東日本大震災・原子

力災害伝承館での活動が紹介

された。

長崎新聞NR 3・4号

長崎新聞社が発行する情報誌NR

に、長崎大学広報誌Choho特別号

と東日本大震災・原子力災害伝

承館が紹介された。東日本大震

災から10年が経過。長崎大学

は、原爆後障害医療研究所が中

心となって原発事故直後から福

島へ人材を派遣し、福島県立医

科大学の緊急被ばく医療再構

築、福島県民へのリスクコミュ

ニケーション、さらには福島県

民健康調査立ち上げなどに尽力

してきた。また、令和2年9月20

日、福島県双葉町に「東日本大

震災・原子力災害伝承館」が開

設。伝承館は、地震や津波だけ

でなく、福島だけが経験した原

子力災害の記録や復興の過程を

収集・保存・研究し教訓とする

ための施設。館長に就任したこ

とと、長崎大学原爆後障害医療

研究所の教授であり福島未来創

造支援研究センター長であるこ

とが紹介された。

高村　昇・教授

長崎大学が広報誌Choho特別

号「福島と長崎大学これから

の10年」を発行し、編集責任

者を務めた。

長崎新聞 2021年3月12日

長崎大学の編集責任者として広

報誌Choho特別号「福島と長崎大

学これからの10年」を発行。東

日本大震災発生から現在まで被

災地への人材の投入など原爆後

障害医療研究所を始め全学的に

取り組んできた支援や現地の復

興の軌跡を振り返るとともに今

後の被災地の展望を紹介した。

高村　昇・教授

東日本大震災・原子力伝承館

（双葉町）が、同館で研究成

果発表会を開催。

福島民報 2021年3月30日

東日本大震災・原子力伝承館

（双葉町）が、同館で研究成果

発表会を開催。上級研究員3氏と

ともに取り組み内容を報告し

た。複合災害の記憶と記録を後

世に残すために、これまで取り

組んできた調査研究の現状を発

表するとともに今後の展望を

語った。



高村　昇・教授

館長を務める東日本大震災・

原子力災害伝承館がオープン

し半年が経過。インタビュー

を受け、これまでの活動内容

を紹介した。

福島民報 2021年4月13日

館長を務める東日本大震災・原

子力災害伝承館がオープンし半

年が経過。長崎で医師として原

爆被爆者の診察をしたことを生

かし高齢化する被爆者の健康の

ため健康講和を始めた。また

チェルノブイリで医療支援を始

め、被ばく線量の評価をした。

１０年前の原発事故直後に福島

県放射線健康リスク管理アドバ

イザーになり県内で講演をし

た。その後長崎大のサテライト

オフィスを置き、川内村や富岡

町で住民の健康管理や安全・安

心の確保、復興支援をしてい

る。伝承館の活動について紹介

し、今年3月から複合災害への対

応を調査研究する活動を本格化

させホールボディカウンターを

導入し、社員と家族の安全・安

心を確保することで離職者の増

加を食い止めた。その他多くの

会社と住民が放射性物質の量を

測り食品検査できる様にし、研

究者が記録し検証できる様にし

た。

高村　昇・教授 同上 京都新聞 2021年4月18日 同上

高村　昇・教授 同上 山形新聞 2021年4月17日 同上

高村　昇・教授 同上 茨城新聞 2021年4月25日 同上

高村　昇・教授 同上 高知新聞 2021年4月22日 同上

高村　昇・教授 同上 信濃毎日新聞 2021年4月30日 同上

高村　昇・教授 同上 埼玉新聞 2021年4月30日 同上

高村　昇・教授

創価学会長崎平和委員会によ

る「長崎平和学講座」で、

「東日本大震災から10年～長

崎から福島へ」と題し講演を

行った。

長崎新聞 2021年4月19日

創価学会長崎平和委員会による

「長崎平和学講座」で、長崎大

学原爆後障害医療研究所の教授

であり東日本大震災・原子力災

害伝承館の館長として「東日本

大震災から10年～長崎から福島

へ」と題して講演を行った。東

京電力福島第1原発事故直後から

福島県放射線健康リスク管理ア

ドバイザーに就任し専門家とし

て自治体や住民に助言。「原爆

から復興した長崎は福島にとっ

て大きなサポーターになり得

る。福島産の果物を買うだけで

も大きなサポート」と支援を呼

び掛けた。

高村　昇・教授 同上 熊本日日新聞 2021年4月31日 同上

高村　昇・教授

環境省主催対話フォーラムに

ついて案内があり、パネル

ディスカッションの参加者と

して紹介された。

読売新聞 2021年5月7日

環境省が主催する「福島その先

の環境へ。」対話フォーラムの

案内があり、パネルディスカッ

ションの出演者として小泉環境

大臣らとともに紹介された。



高村　昇・教授

長崎大学原爆後障害医療研究

所の教授であり東日本大震

災・原子力災害伝承館の館長

として「東日本大震災から10

年～長崎から福島へ」と題し

て講演を行った。

長崎新聞 2021年5月8日

長崎市内で、長崎大学原爆後障

害医療研究所の教授であり東日

本大震災・原子力災害伝承館の

館長として「東日本大震災から

10年～長崎から福島へ」と題し

て講演を行った。その際、聴講

者より「福島の復興に取り組ん

でいくのは、原爆の悲惨さを知

る長崎の使命です」と力強く述

べられたことがとても印象に

残ったとし、さらに福島県産の

果物を購入することが大きなサ

ポートになるという話に、これ

からは安心して購入していきた

いとの意見が紹介された。

高村　昇・教授

「被ばく医療総合研修セン

ター」が、大学病院構内に開

所し式に出席した。

朝日新聞 2021年6月25日

原子力災害に備えて専門人材を

育てる長崎大学の「被ばく医療

総合研修センター」が、大学病

院構内に開所し、式に出席し

た。「被ばく医療総合研修セン

ター」は、救命と除染・被爆線

量評価のための設備を備え、九

州の医療関係者らを迎えての研

修を担う。

高村　昇・教授

環境省が除染土を巡る初の

「対話フォーラム」を開催。

オンラインで参加した。

福島民友 2021年5月24日

福島県内の除染で出た土壌を最

大３０年保管する中間貯蔵施設

（大熊町、双葉町）を巡り、環

境省が県外での最終処分に向け

た初の「対話フォーラム」を開

催。オンラインで参加し、小泉

環境相らとともに除染で出た土

壌の再生利用など最終処分量を

減らす取り組みに理解を呼び掛

けた。

高村　昇・教授

教授を務めている原爆後障害

医療研究所(原研国際）の折田

真紀子助教が、今年度長崎大

学医学部が授与する「角尾学

術賞」を受賞した。

読売新聞 2021年6月27日

教授を務めている原爆後障害医

療研究所(原研国際）の折田真紀

子助教が、今年度長崎大学医学

部が授与する「角尾学術賞」を

受賞した。受賞した研究は「東

京電力福島第一原子力発電所事

故後の福島県川内村・富岡町に

おける住民の被ばくリスク認知

評価」。折田助教は、放射線看

護学の専門家として同原発の30

キロ圏内にある川内村に派遣さ

れ、住民の健康不安の解消や相

談活動などを行ってきた。16年

以降は、同村に隣接する富岡町

や大熊町にも同大の復興推進拠

点が設けられ、スタッフの一人

として長崎と福島県を行き来し

ながら支援を続けている。

高村　昇・教授

長崎大学が「被ばく医療総合

研修センター」を同大学病院

内に開所。長崎大学病院や同

大原爆後障害医療研究所の専

門家として講師を務める。

長崎新聞 2021年6月25日

長崎大学が、全国的に不足して

いる被ばく医療従事者の人材育

成を目的とした「被ばく医療総

合研修センター」を同大学病院

内に開所した。長崎大学病院や

同大原爆後障害医療研究所の専

門家として講師を務め、学内ス

タッフのほか、本県、福岡、佐

賀、鹿児島県内にある七つの原

子力災害拠点病院の医師や看護

師・放射線技師らが研修を受け

ることとなった。



福島民報 2021年9月5日

福島大環境放射能研究所の環境

放射能学セミナーがオンライン

で開催。東日本大震災・原子力

災害伝承館の館長であり福島未

来創造支援研究センター長とし

て「原子力災害からの地域復

興」と題し、川内村での復興支

援活動を取り上げ講演した。村

が長崎大と連携し、戸別訪問を

通して住民の健康や安全を担保

する事例などを紹介した。

高村　昇・教授

長崎大学は復興知夏季セミ

ナーをオンラインで開催。川

内村の川内ラボ交流室から講

演を行った。

福島民報 2021年9月12日

長崎大学は復興知夏季セミナー

をオンラインで開催。県内外の

大学生が受講し、帰還困難区域

周辺の線量やリスクコミュニ

ケーションなどのテーマで講演

とグループ討論が行われ、災害

や被ばく医療科学を学んだ。川

内村の川内ラボ交流室から講演

を行い「被ばく医療やリスクコ

ミュニケーションについて理解

を深め、正しく知って正しく恐

れることの重要性を知ってほし

い」と語った。

高村　昇・教授

菅首相の退任に際し、東日本

大震災・原子力災害伝承館の

館長として取材を受けた。

読売新聞 2021年9月4日

菅首相の退任に際し、東日本大

震災・原子力災害伝承館の館長

として取材を受けた。昨年９月

に首相が東日本大震災・原子力

災害伝承館を視察し県民健康調

査の展示に関心を示されたこと

を紹介し、今後も福島に関心を

寄せてほしいと意見を述べた。

高村　昇・教授

環境省主催の対話フォーラム

に、専門家として参加するこ

とが紹介された。

読売新聞 2021年9月5日

環境省が主催する「福島、その

先の環境へ。」対話フォーラム

に、第1回目に引き続き第２回目

も小泉環境大臣らとともに専門

家として対話セッションに参加

することが紹介された。

高村　昇・教授

福島大環境放射能研究所の環

境放射能学セミナーを開催。

東日本大震災・原子力災害伝

承館の館長・福島未来創造支

援研究センター長として講演

を行った。

高村　昇・教授

東京電力福島第一原発事故

後、福島入りし県の放射線ア

ドバイザーとして活動した10

年について紹介された。

愛媛新聞 2021年7月30日

東京電力福島第一原発事故後、

福島入りし県の放射線アドバイ

ザーとして活動した10年につい

て紹介された。福島県川内村の

遠藤村長から「長崎大がなけれ

ば今の川内村はない」との意見

を受け、今後の展望について伝

えた。

高村　昇・教授

福島県内の中間貯蔵施設に運

び込まれている除去土壌など

について、小泉環境省や他の

有識者らとともに対話フォー

ラムで意見を伝えた。

読売新聞 2021年7月14日

福島県内の中間貯蔵施設に運び

込まれている除去土壌などにつ

いて、小泉環境省や他の有識者

らとともに対話フォーラムに参

加し、「除去土壌の再生利用で

は、安全性の確保を大前提に、

適切な管理の下で利用していく

ことが大事」等伝えた。オンラ

インで約1000人が参加。



高村　昇・教授

長崎大学が、東日本大震災と

東京電力福島第一原発事故か

らの復興をテーマにオンライ

ンセミナーを開催し、講師を

務めた。

福島民報 2021年10月13日

長崎大学は、川内村のかわうち

ラボにおいて東日本大震災と東

京電力福島第一原発事故からの

復興をテーマにオンラインセミ

ナーを開催した。長崎大学原爆

後障害医療研究所の教授であり

東日本大震災・原子力災害伝承

館の館長として講師を務め、

「原発事故後、行政や住民、科

学者が復興にどのように関わ

り、連携してきたかを知って欲

しい」等と語った。

高村　昇・教授

長崎大学が災害・被ばく医療

科学について学ぶオンライン

セミナーを開催し、講師を務

めた。

福島民友 2021年9月14日

長崎大学は、「復興知」を活用

した福島イノベーション・コー

スト構想推進機構の人材育成事

業の一環として、災害・被ばく

医療科学について学ぶオンライ

ンセミナーを３日間開催した。

東日本大震災・原子力災害伝承

館の館長であり長崎大の教授と

して講師を務め、富岡町の環境

放射能や震災・原発事故の経験

を伝承していく意義などについ

て伝えた。

高村　昇・教授

環境省主催2回目の「対話

フォーラム」で意見を伝え

た。

読売新聞 2021年9月26日

９月１１日に開催された環境省

主催２回目の対話フォーラム

で、「再生利用」が解く除去土

壌の問題について小泉環境相や

他の有識者らとともに意見を伝

えた。

高村　昇・教授

環境省主催2回目の「対話

フォーラム」で意見を伝え

た。

福島民友 2021年9月12日

環境省は除去土壌処分の議論を

深めるために県外での最終処分

に向けた「対話フォーラム」の

２回目をオンラインで開催。長

崎大学教授・東日本大震災・原

子力災害伝承館の館長として意

見を伝えた。

高村　昇・教授

環境省主催2回目の「対話

フォーラム」で意見を伝え

た。

河北新報 2021年9月13日

環境省は除染廃棄物の最終処分

に向け、市民らが参加する第２

回対話集会をオンラインで開

催。小泉進次郎環境相や他の有

識者らとともに意見を伝えた。

高村　昇・教授

環境省が開催した二回目のオ

ンライン対話集会に、長崎大

学原爆後障害医療研究所の教

授であり東日本大震災・原子

力災害伝承館の館長として参

加。

福島民報 2021年9月12日

環境省が開催した二回目のオン

ライン対話集会に長崎大学原爆

後障害医療研究所の教授であり

東日本大震災・原子力災害伝承

館の館長として参加。対話集会

のディスカッションでは、小泉

環境相と共に東京電力福島第一

原発事故に伴う除染廃棄物の県

外最終処分に向け視聴者らから

の質問・意見に答えた。



高村　昇・教授

東日本大震災・原子力災害伝

承館が、震災風化防止イベン

ト「あの日からの経験をふく

しまの未来へ」を開催。館長

として俳優の辰巳拓郎さんと

対談した。

福島民報 2021年11月8日

東日本大震災・原子力災害伝承

館は、震災風化防止イベント

「あの日からの経験をふくしま

の未来へ」を開催。伝承館の館

長として俳優の辰巳拓郎さんと

「3.11の経験とこれからの地域

づくり」をテーマに対談し「複

合災害の教訓は、感染症や気候

変動などの問題にも応用でき

る」と伝えた。

高村　昇・教授

長崎大学が協力し「復興こど

も教室」が開催され、福島県

川内村の子どもたちが被ばく

リスクや地域復興を学んだ。

西日本新聞 2021年11月11日

長崎大学が協力して開催してい

る「復興こども教室」の9回目と

して、福島県川内村の子どもた

ちが4～6日、県内を訪れ長崎市

の平和公園や島原市の雲仙岳災

害記念館を見学した。今年は村

立川内小中学園6，7年の11人が

参加し、被ばくリスクや地域復

興を学んだ。

高村　昇・教授

東日本大震災・原子力災害伝

承館が、震災風化防止イベン

ト「あの日からの経験をふく

しまの未来へ」を開催。俳優

の辰巳拓郎さんと館長対談を

行った。

福島民友 2021年11月7日

東日本大震災・原子力災害伝承

館は、震災風化防止イベント

「あの日からの経験をふくしま

の未来へ」を開催した。伝承館

の館長として、俳優の辰巳拓郎

さんと「3.11の経験とこれから

の地域づくり」をテーマに対

談。原発事故とコロナ禍で置か

れている世界の状況が似ている

とし、「地震津波原発事故によ

る複合災害の教訓は、感染症や

気候変動の問題にも応用でき

る。」と話した。

高村　昇・教授

長崎大と川内村は、「復興子

ども教室」を開催した。福島

県川内村の小中学生11人が、

長崎市の爆心地公園や長崎原

爆資料館などを訪問し、原爆

の実相や戦後復興の歴史を学

んだ。

長崎新聞 2021年11月8日

長崎大と川内村は、被災地の復

興を担う人材を育てるため「復

興子ども教室」を開催。東日本

大震災と東京電力福島第一原発

事故の影響を受けた福島県川内

村の小中学生11人が、長崎市の

爆心地公園や長崎原爆資料館な

どを訪れ、原爆の実相や戦後復

興の歴史を学んだ。

高村　昇・教授

長崎大学が、東日本大震災と

東京電力福島第一原発事故か

らの復興をテーマにオンライ

ンセミナーを開催し、講師を

務めた。

福島民友 2021年10月17日

長崎大学は、東日本大震災と東

京電力福島第一原発事故からの

復興をテーマに、海外の研究者

や学生らを対象としたオンライ

ンセミナーを開催した。長崎大

で被ばく医療などを学ぶベラ

ルーシやカザフスタン、中国か

らの留学生が村を訪れセミナー

に参加した。東日本大震災・原

子力災害伝承館の館長であり同

大の教授として講師を務め、

「行政と住民、専門家が連携し

て復興をどう進めてきたのかを

世界各国に広く知ってもらう機

会となった」等と話した。



高村　昇・教授

福島の復興支援に主体的に取

り組んできたことについて、

原子力産業新聞のインタ

ビューを受けた。

原子力産業新聞 2021年11月25日

長崎大学は福島県双葉町と包括

連携協定を12月1日に締結する。

これまでも、川内村、富岡町、

大熊町と包括連携協定を締結

し、各町村内に設置したサテラ

イトオフィスを拠点として住民

に寄り添った復興支援活動を

行ってきた。福島の復興支援に

主体的に取り組んできたことに

ついて、原子力産業新聞のイン

タビューを受け、川内村、富岡

町、大熊町での活動経験を振り

返り、「地域ごとに復興の

フェーズが全然違う。その違い

を尊重しながら支援活動を行う

ことが重要」と伝えた。

高村　昇・教授

長崎大が福島県双葉町と包括

連携協定を締結。長崎大・双

葉町復興推進拠点で、同大原

爆後障害医療研究所教授とし

て活動する内容が紹介され

た。

福島民友 2021年12月2日

長崎大は、福島県双葉町と町の

復興と活性化に向けた包括連携

協定を結んだ。町民が安心して

帰還・生活できるよう放射能に

関する知識や情報の共有、健康

影響への不安に応えるリスクコ

ミュニケーション活動などに連

携して取り組む。協定に基づき

「長崎大・双葉町復興推進拠

点」を設置。同大原爆後障害医

療研究所教授として臨床心理

士、保健師、薬剤師らとともに

被ばく線量の評価や健康相談、

講演活動を通じた住民の健康管

理などを行うことが紹介され

た。

高村　昇・教授

長崎大が福島県双葉町と包括

連携協定を締結。伝承館館長

で県放射線健康リスク管理ア

ドバイザーとしてサテライト

オフィスの活動内容などを説

明した。

福島民報 2021年12月2日

長崎大は、福島県双葉町と町の

復興と活性化に向けた包括連携

協定を締結した。町内に復興推

進拠点として、サテライトオ

フィスを設ける。締結式は、双

葉町の東日本大震災・原子力災

害伝承館で行われ、伝承館館長

で県放射線健康リスク管理アド

バイザーとしてサテライトオ

フィスの活動内容などを説明し

た。



被爆者支援　日本の知見を 東京新聞 2021年9月24日
被爆者支援　日本の知見につい

て説明を行った。

七條和子・助教
ヒロシマの空白　被爆の線引

き ㊦　内部被曝を追う
中国新聞  2021年1月5日

ヒロシマの空白　被爆の線引き 

㊦　内部被曝を追うについて説

明を行った。

宮﨑泰司・教授 からだの質問箱？ 読売新聞（全国版） 2021年6月18日

読者からの質問「骨髄異形成症

候群　治療法は」について、専

門家として回答を行った。

高村　昇・教授

長崎大は、福島県双葉町と包

括連携協定を締結し、復興推

進拠点を設置。原爆後障害医

療研究所教授としての活動や

東日本大震災・原子力災害伝

承館の館長として取材を受け

た。

長崎新聞 2021年12月2日

長崎大は、福島県双葉町と包括

連携協定を締結した。放射線量

の検査や健康管理などに取り組

み、住民の帰還、町の復興を支

援する。福島県内の自治体と同

様の協定を結ぶのは川内村、富

岡町、大熊町に次ぎ4例目。双葉

町役場内に復興推進拠点（サテ

ライトオフィス）を設置し、震

災直後から福島県内で復興支援

に携わる。長崎大学原爆後障害

医療研究所教授として、臨床心

理士、保健師らとともに町民の

外部・内部線量を測定・評価

し、健康相談や講演活動を通じ

て安全・安心を担保しているこ

とが紹介された。東日本大震災

原子力災害伝承館の館長として

取材を受け「震災から10年がた

つが福島で双葉町だけ住民が誰

一人戻れていない。帰還は困難

が伴うが、川内村などで培って

きた知見、経験を生かし、町の

復興に貢献したい」等と伝え

た。

⾎液内科学研究分野 (原研内科)
氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日

活動内容の概要と

社会との関連

宮﨑泰司・教授 原爆犠牲者慰霊祭挙行 長崎大学HP 2021年8月19日

8月9日（月）長崎大学医学部記

念講堂において原爆死没教職

員・学生の慰霊祭が今年はコロ

ナ感染予防のため学内者中心で

開催された。原爆放射線の影響

から学び、放射線による被害を

繰り返さないこと、安全な放射

線利用を目指して研究を続ける

ことは原爆後障害医療研究所及

び長崎大学の進むべき道だとい

う講話を行った。

腫瘍・診断病理学研究分野 (原研病理)
氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日

活動内容の概要と

社会との関連

中島正洋・教授
長崎県「保険医療機関間連携

病理診断」体制の構築

あじさいネットOFF 

LINE通信 Vol.37 8
2021年1月

長崎県「保険医療機関間連携病

理診断」体制の構築について説

明を行った。

中島正洋・教授



西　弘大・助教
新型コロナウイルスに関する

研究
長崎新聞 2021年11月3日

コロナとインフルの同時感染に

ついての研究が取りあげられた

アイソトープ診断治療学研究分野 (原研放射)
氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日

活動内容の概要と

社会との関連

三根眞理子・客員教授 原爆被災資料79点HP公開 長崎新聞 2021年2月2日

原爆被災資料を図書館医学分館

に移管するにあたり、今後の活

用を図るため資料目録を作成し

HP公開を行った。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

資料調査室 (原研情報)


